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Ⅰ 問題 

文部科学省（2003）は,｢今後の特別支援教育の

在り方について（最終報告）｣答申の中で,障害の

ある児童生徒の多様な教育的ニーズに応じた指導

を行なうため,PT（理学療法士）,OT（作業療法

士）,ST（言語聴覚士）等の専門家の活用や関連機

関との連携が必要であると指摘している。岸本

（2005）は,｢児童生徒の健全な育成を図るために

は,学校に外部専門家を導入することが重要であ

る｣とし,児童生徒の障害の重度・重複化,多様化に

対して,教師と外部専門家が協力して指導を行う

ことの必要性を述べている。 

特別支援学校では,自立活動の時間が設けられ

ている。これは,児童生徒の障害による困難を改

善・克服し生活の質を高める重要な領域である。

自立活動では,児童生徒の実態をよく把握し,その

児童生徒に必要な指導を行なう。そのためには,

文部科学省が指摘しているように,児童生徒のこ

とを学校のみで考えるのではなく,外部専門家の

意見も踏まえて,指導を考えていく必要がある。工

藤・高橋・那波（2006）は,外部専門家導入におけ

る今後の課題として,役割を明確にする必要があ

り,教師だけで自立活動の指導を検討するのでは

なく,外部専門家も含めて児童生徒の課題につい

て検討する必要があるとしている。 

本研究では,外部専門家という大きな枠組みの

中から PT,OT,ST に焦点を絞り,学校側に視点を置

くことにした。特別支援学校の外部専門家導入に

おいて,教師と PT,OT,ST の役割が明確化さ

れ,PT,OT,ST の専門性を自立活動の指導に活かし

ていく必要がある。そのためには,教師が

PT,OT,ST の役割を認識し,連携を図りながら自ら

の専門性を活かし,自立活動の指導を行っていく

ことが重要であると考える。 

Ⅱ 目的 

 本研究では,特別支援学校の自立活動の指導に

関して,以下の点を明らかにし,教師と外部専門家

（PT,OT,ST）が連携し,外部専門家（PT,OT,ST）の

役割を活かせる指導を行なっていくための基礎的

知見を得ることを目的とする。 

1 教師と外部専門家（PT,OT,ST）の連携の実態 

2 外部専門家（PT,OT,ST）に期待する役割と教師

が考えている自らの専門性 

3 教師と外部専門家（PT,OT,ST）が連携した自立

活動の指導における成果と課題 

Ⅲ 研究Ⅰ 

1 目的 

 教師と PT,OT,ST の連携の実態や成果と課

題,PT,OT,ST に期待する役割,教師が考えている

自らの専門性について明らかにする。 

2 方法 

 全国の特別支援学校（肢体不自由,病弱）各 80

校を無作為に抽出し,自立活動部担当教諭または

自立活動専任教諭を対象とした。90 校から研究協

力が得られ,郵送による質問紙調査を行った。調査

項目は,予備調査で確定したものを用いた。 

3 結果と考察 

77 校から回答を得ることができた。PT と連携を

とっている学校は71校,OTと連携をとっている学

校は 57 校,ST と連携をとっている学校は 51 校で

あった。PT,OT,ST との連携方法（表 1）では,｢リ

ハビリを見学する｣ことが最も多く,その内容とし

て｢目標や課題の確認を,リハビリを直接見ながら

行う｣との回答が多かった。頻度については,「必 



表 1 PT との連携方法について    （複数回答）N＝71 表 2 PT との連携における課題（複数回答）N＝71 ※( )は,内数 

要に応じて｣が最も多い結果となった。 

現在の連携について満足しているか否かについ

て回答を求めたところ,満足していると回答した

教師はPTが41人,OTが29人,STが30人であった。

高田（2006）は,東京都での連携の成果として「指

導計画や指導法を検討すること」と述べている。

研究Ⅰでは,PT,OT,ST とも｢いつでも連絡できる

関係｣,「授業内容に関して,よい指導・助言が得ら

れる」といった連携に関して満足しているとの回

答が見受けられ,連携の成果に結びついていると

考えられる。一方で,教師と PT,OT,ST との連携で

課題になっていることもある（表 2）。それは,教

師と PT,OT,ST との考え方の相違である。PT,OT,ST

は医療的支援を行うが,教師はそうではなく児童

生徒の実態から調和的発達を目指し,学習上又は

生活上の困難を主体的に改善・克服するために授

業を行う。その考えの相違を擦り合わせていくこ

とが難しく, PT,OT,ST と教師の考えを中立的に捉

えられる教師が必要であることが示唆された。 

PT,OT,ST との連携で期待する内容では,「指導

内容や方法に関するアドバイス」,「医療的な立場

からの専門的なアドバイス」との回答がみられた。

園田ら（2007）は外部専門家の役割について,教育

現場の状況を十分に把握した上で,ニーズに応じ

た情報提供や助言を行うことが必要としているが,

それぞれの立場での子どもとのかかわり方を周知

し,互いの考えを擦り合わせていくことも重要な

のではないだろうか。 

教師が PT,OT,ST に期待する役割（表 3）とし

て,PT と OT では｢指導内容や方法に関するアドバ

イス｣との回答が最も多く,ST には｢医療的な立場 

からのアドバイス｣との回答が多かった。 

内容 回答数

PT の行うリハビリを見学する 52

直接会い,やりとりをする 42 

PT に校内研修会に講師として来てもらう 40 

PT に学校の自立活動の授業に来てもらう 23 

電話で連絡をとる 17 

メールや文書で連絡をとる 15 

PT に事例検討会に来てもらう 15 

保護者や児童生徒を通じて,連絡帳により連絡をとる 10 

親睦会で PT とやりとりする 8 

学校の医療従事者連絡担当者等を通じて,連絡をとる 5 

その他 17 

有無と内容 回答数 

ある 63

時間がなくて連携がとれない (12）

共通理解がもちにくい （7） 

授業にどう反映されるかわからない （5） 

考え方や指導内容の違い （5） 

自立活動を理解してもらえない （4） 

PT のやっていることをそのまま取り入れてしまう （4） 

PT のアドバイスがもっとほしい （3） 

その他 （23） 

特になし 18

また,教師が考えている自らの専門性（表 4）と

して｢児童生徒の実態を適確に把握すること｣との

回答が 58 人と最も多い結果となった。児童生徒の

全体像を把握し,必要な目標を幅広く設定して,授

業を実施し,振り返りを行うことが教師として必

要な力であり,専門性であると考えられる。 

Ⅳ 研究Ⅱ 

1 目的 

 教師と PT,OT,ST が連携して行っている自立活

動の指導における,具体的な成果や課題及び課題

への対応について明らかにする。 

2 方法 

外部専門家との連携モデル事業により連携の取

り組みを積極的に行い成果を上げている A 県立 B

特別支援学校（以下,B 校）で授業参観及び研究主

任に半構造化面接による調査を行った。 

3 結果と考察 

B校では,連携モデル事業が開始され4年目とな

る。現在,PT,OT,ST,視覚障害者情報センターの相

談員との連携が図られている。授業参観では,実際

に OT が授業に参加し,装具が児童生徒に適してい

るか確認する場面や手の動き等を指導する場面が

みられた。授業を行った教師からは,｢学校生活を

見た上で助言がもらえ,細かいところまでチェッ

クがある｣との認識が示唆された。研究主任への半

構造化面接では,｢指導で困った場合,いつでも連

絡できる関係であり,何でも話し合えるため満足

している｣との回答が得られた。また｢今以上に期

待することはない｣との回答があったが,それは研

究Ⅰの結果で｢指導内容や方法に関するアドバイ

ス｣や｢医療的な立場からのアドバイス｣等の内容 



表 3 PT に期待する情報や支援内容について    (複数回答)N=71
表 4 教師がもつべき専門性について  （複数回答）N=77 

内容 回答数 

指導内容や方法に関するアドバイス 27 

専門的知識を教えてもらうこと 20 

姿勢づくりの知識・技能 17 

実態把握の情報 14 

補装具の知識・技能 9 

身体に関する配慮・注意事項 9 

日常生活で必要な動作のこと 8 

その他 18 

内容 回答数 

児童生徒の実態を適確に把握すること 58 

医療機関からの情報を活かすこと 33 

外部機関との連携を図ること 26 

自立活動の指導内容を理解していること 20 

目標設定と目標の妥当性に対する評価 20 

障害に関する知識をもつこと 20 

子どもの実態にあった指導方法を工夫すること 11 

教師間の連携を図ること 7 

保護者との連携が図れること 6 

学校生活に限らず生活全般を見通す力 5 

医療に関する知識 5 

補装具等の適切な使用方法を理解していること 2 

その他 23 

が実践されているためと考えられる。教師の専門

性では,｢外部専門家から得た情報を活かせる力｣

との回答があり, PT,OT,ST から得た医療的な情報

を教育の専門家として,児童生徒の実態に照らし

合わせ,必要なエッセンスを取り出し授業を組み

立てられることが教師の専門性といえるであろう。 
授業に反映させてしまうという課題があげられた。

これについては,PT,OT,ST と教師の立場を中立的

に捉えられる教師が間に入ることが一つの対応策

としてあげられた。各教師が PT,OT,ST の情報をど

のように捉え,理解していくかが大切であると示

唆される。 

Ⅴ まとめと今後の課題 

今回の調査では,多くの学校で PT,OT,ST と何ら

かの連携があることが分かった。また,連携してい

る PT,OT,ST の多くが「児童生徒が通院している病

院の PT,OT,ST」であることが明らかになった。そ

の要因として,幼いうちからかかわりがあること,

車いす作製等の際に主治医の診断書が必要であり,

通院している病院の専門家との連携は欠かせない

ことが研究Ⅱの結果から示唆された。 

 教師の専門性については,教師も専門家のかか

わり方の特性を押さえ,アドバイスの内容をその

まま授業で行うのではなく,教育の立場で情報を

活かすことが重要である。これは,友永（2005）や

中井（2001）が述べている教師の専門性とも一致

し,教師は子どもの実態把握がしっかり行え, 

PT,OT,ST からの情報を活かせる力が必要である

ことが明らかになった。今後も,杉野（2007）が述

べているように,連携の機会を得て専門的知識や

指導,支援に関する情報を活かし,自立活動の指導

内容・方法の充実を図り,教師の専門性の向上や授

業改善を図ることが求められていくだろう。 

PT,OT,ST との連携で,すぐに連絡でき必要な情

報を得ることが可能な関係であることが大切と示

唆されたが,そのような連携を図る前提として信

頼関係の構築が必要である。榎本（2008）は,より

よい職種間連携のためには,互いが対等な関係を

もち,コミュニケーションの機会を確保し,その手

段を工夫することと述べている。研究Ⅰでは,事前

に相談内容を伝え,成果を報告することなど,窓口

となっている教師と PT,OT,ST がよりよい関係づ

くりができていることが大切であると示唆された。

研究Ⅱでは,子どもの変容を外部専門家に会った

時に伝えるようにし,情報を共有できるようにし

ていた。PT,OT,ST と話す際にも,学校でできるこ

とを子どもの視点に立って話をするように心がけ

ており,その積み重ねが信頼関係を築き,現在の連

携に至っていると考えられる。 
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